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から1448事例の回答を得、 1 日 3 回以上の訪問を必要とする対象像を分析した。結果、頻回な訪問を
要する人が、全要介護者の7.8％いること、定期巡回を必要とする人の像としては、まず「要介護 4











































































































 定期巡回は、創設から 6 年経過しているものの、861事業所（2017年10月現在、厚生労働省平成29年
「介護サービス施設・事業所調査」から引用）、利用者数は23043人（2019（平成31）年 1 月の「介護














表 4 注）厚生労働省　2019（平成31）年 1 月の「介護保険事業状況報告（暫




















いているのは 6 人。すべて介護福祉士等の有資格者である。会社として、全国 2 か所のコールセンター















































































































は地域在住者だけを訪問する。毎晩の夜勤者は 6 人（定期巡回地域在住者担当夜勤 1 人と、サ高住夜











者宅約15件を訪問、23：30に事業所へ戻る。23：30～ 4 ：00は仮眠。朝方 4 ：30～10：00利用者宅約
10件を訪問。
　現在、夜勤に従事しているのは常勤 3 人のみ。 1 夜勤で5000円の手当がつくこともあり、稼ぎたい
244
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3 人で夜勤ローテーションをまわしている（2019年 1 月状況）（図 4 ）。
　事業所Ｃでは、夜勤シフトは、22：00～ 7 ：00、一人で担当。定期訪問を組む時間帯は、22：00～
1 ：00、 4 ：30～ 6 ：30が多い。（仮眠 3 ：00～－ 4 ：00）平均的な定期訪問は 6 件である。夜勤は
一人夜勤で、夜勤ローテーションは 8 人で回している。夜勤従事者は、 1 月に平均 4 ～ 5 回の夜勤が
ある（2019年 1 月の状況）。
　④主担当を決めて会議と同行訪問で情報や手順の共有化




　Ａ事業所では、 7 ：00～16：00（スタッフ 3 ～～ 4 人）、 8 ：00からパートタイム職に入ってもらっ
てマンパワー補強、13：00～22：00（スタッフ 4 ～～ 5 人　内16時以降は 3 人）、22：00～ 7 ：00（ス
タッフ 1 人）を配置している。訪問時間のピークは 7 ：00～10：00である。夕方17：00～20：00も訪
問件数があるものの、朝の時間帯よりは夕方はバラつくという。
　Ｃ事業所では、11種類の勤務シフトがある。（① 7 ：00～16：00 ② 8 ：00～17：00 ③ 8 ：30～17：

















































































































































































3 ．自治体と事業所で顔の見える関係をつくりたい、という声に応え、年 1 回、座談会を開催。
Ｑ 3 　行政による「定期巡回随時対応型訪問介護看護」事業所の参入支援
1 ．随時申請












さらに新規定期巡回 1 事業所とサテライト 2 事業所を開設することになった。
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Background：In a second reform of the Long Term Care Insurance Law carried out in 2012, “24-
hour Routine Home Visit” service e was introduced. Despite this change, it remains difficult to 
receive 24-hour help service.
Purpose：To better understand the actual status about the management and service delivery 
system of the 24-hour routine home visit service in a local government in Japan. An additional 
purpose was to investigate how profit providers are controlled by the local government as a policy 
maker.
Methods：The target services is 24-hour routine home visit service. Analysis of data collected 
from the provider in January 2019 through a case study and interview surveys　in August 2019. 
For a local government, an online questionnaire was sent prior and interviews being carried out.
Results：It was found that the delivery of 24-hour routine home visit service is limited to major 
cities. Although business management is difficult, the provider operates tailored care through short 
and frequent visit to offer 24/7 connection. The local government have taken steps to support 
providers. 24-hour routine home visit service should be an essential home based care.
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